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原発事故直後の避難指示の経緯

• 3/11 2:46pm 地震発生
• 3/11 3:37pm 津波到達
• 3/11 7:03pm  原子力緊急事態宣言
• 3/11 9:23pm 避難指示 (半径3km圏内)

• 3/12 5:44am 避難指示 (半径10km圏内)
• 3/12 3:36pm １号機原子炉建屋水素爆発
• 3/12 6:25pm 避難指示 (半径20 km圏内)

• 3/14 11:01am 3号機原子炉建屋水素爆発

• 3/15 11:00am 屋内退避指示 (半径20-30km圏内)

出典：東京電力ホールディングス
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• 地域の健康問題にどう立ち向かうか？

• 問診・検査・診断・治療

• 地域からのニーズを聞き、
• 現状を分析し、
• 問題点を見つけ、
• 地域の人々に知らせる（還元する）。

今日のお話



震災直後の被災住民健診

2011年5月より飯舘村、相馬市玉野地区
で健康診断を行った。

急性放射線障害は存在せず、抑うつお
よび慢性疾患の悪化が明らかになった。

• Tsubokura et al. Disaster Med Public Health 
Prep. 2014 Feb;8(1):30-6. 
• Sugimoto et al. Bull World Health Organ. 2012 
Aug 1;90(8):629-30.



ホールボディーカウンターによる
内部被ばく検査の導入

南相馬市立総合病院にて、自治体で震災後最初の内
部被ばく検査を開始した。事故初期の内部被ばくは、
被ばく全体の大部分占めるものの、被ばく量自体が大
きいものではなかったことを証明した。

• Tsubokura et al. JAMA. 2012 Aug 15;308(7):669-70. 
• Tsubokura et al. JAMA Pediatr. 2013 Dec;167(12):1169-70.
• Hayano et al. Proc Jpn Acad Ser B Phys Biol Sci. 2013;89(4):157-63



内部被ばくにおけるハイリスク群の同定

内部被ばく高値となる受診者に対して、
外来にて詳細な問診を行うことにより、
特定の種類の食品汚染が内部被ばくの
ハイリスクであることを証明した。

• Tsubokura et al. PLoS One. 2014 Jun 
16;9(6):e100302.
• Sugimoto et al. Environ Health 
Perspect. 2014 Jun;122(6):587-93.



継続的な内部被ばく検査の確立

今後の継続的な内部汚染のモニタリングのため、内部
被ばく検査の学校検診への導入、継続検査体制を確
立し、現状の汚染が低いことを証明した。

• Hayano et al. Proc Jpn Acad Ser B Phys Biol Sci. 
2014;90(6):211-3.
• Tsubokura et al. Health Physics 2014 in press.





放射線に関する講演会

震災直後の2011年5月より、相馬市、南
相馬市、川内村など各所で100回以上、
住民対象の放射線に関する説明会を
行った。
住民の不安はバックグラウンドによっ
て多岐にわたることを報告した。

• Sugimoto et al. Plos One. 2013 
Aug 14;8(8):e65331. 



学校での放射線に関する講義

福島高校、相馬高校、原町高校、相馬
市内、小中学校などで放射線に関する
講義を毎年行っている。

徐々に生徒たちの理解が進み、将来
に対する不安が低減してきている。



つなげる。

属人的・属環境的なものから

いかにそうでないものへと変化させて
いくか

地域の財産を無駄にせず、次の仕事
でも活用する方法は何か
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結果の返却 住民への結果の返却
地域公衆衛生での活用

ひらた村役場で4回、ひらた中央病院の医療者で1回、相馬、南相馬で、複数回に渡って説明会を
実施した。
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ワクチンの効果解説
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【３．『原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム』の発足—１】

◆経緯

・令和6年1月13日、原子力規制委員会と女川原発の地元関係自治体が意見交換を実施
原子力災害時に周辺住民が行う屋内退避解除の判断基不明確の問題提起

◆検討趣旨
・屋内退避を効果的に運用するには、放射性物質が放出されるタイミングにおいて確実に実施する必要
・屋内退避は、長期にわたる継続が困難であり恒久的な措置ではない
・いずれかの時点で解除や避難への切替を判断

『原子力災害時の屋内退避の運用に関する検討チーム』の発足

屋内退避という防護措置を最も効果的な運用を検討

https://www.da.nra.go.jp/detail/NRA100001253

【構成員】
原子力規制委員会委員：伴 信彦、杉山智之
原子力規制庁：長官官房審議官他
内閣府：官房審議官、参事官
外部専門家：量子科学技術研究開発機構他
自治体関係者：宮城県復興・危機管理部

敦賀市市民生活部



ありがとうございました
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